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梅田正博・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「ステロイ
ド含漱剤の口腔粘膜炎発症予防に関する多機
関共同第Ⅲ相ランダム化比較試験」
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日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「高齢者の
睡眠時無呼吸とサルコペニアの関連解明」

梅田正博・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「抜歯後
MRONJ発症機序の解明および予防策の確立」

梅田正博・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「薬剤関連
顎骨壊死手術における適切な骨切除範囲決定
方法：多機関共同前向き研究」
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オマーカー検索と組織バンクの構築」
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機能歯数・オーラルフレイルと唾液中細菌の
関連：天草コホート研究」
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の開発」
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上皮癌頸部リンパ節転移被膜外浸潤メカニズ
ムの分子生物学的検討」

梅田正博・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「口腔外科
手術後挿管患者に対する抗菌薬局所投与によ
る術後肺炎発症予防」
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科学を応用した新規咀嚼機能評価法の開発と
オーラルフレイルへの波及効果」
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梅田正博・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「口腔がん
の進展・転移における低酸素環境下でのcPLA2
の働き」

梅田正博・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「口腔癌遠
隔転移に関与する循環腫瘍細胞および循環腫
瘍DNAの多施設共同研究」

大場誠悟・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「高機能細
胞(E-MNC)由来エクソソームによる放射線性顎
骨壊死の新規治療法の開発」

楢原　峻・助教
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代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「多施設共
同研究による舌癌予防郭清の適応決定、バイ
オマーカー検索と組織バンクの構築」

大鶴光信・講師

井　隆司・助教 セルアクシア株式会社 高機能細胞E-MNCの機能に関する研究

大鶴光信・講師 日本学術振興会

大鶴光信・講師 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「口腔外科
手術後挿管患者に対する抗菌薬局所投与によ
る術後肺炎発症予防」

大鶴光信・講師 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「薬剤関連
顎骨壊死手術における適切な骨切除範囲決定
方法：多機関共同前向き研究」

日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「MRIと深層
学習を用いた口腔癌リンパ節転移予測法の確
立」
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